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長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は

昭
和
23
年
、
戦
後
の
荒
廃
期

に
誕
生
し
た
。
当
時
の
社
会

課
題
は
、
国
民
が
食
べ
る
こ

と
に
あ
っ
た
。
県
内
に
お
け

る
学
童
の
完
全
給
食
も
昭
和

26
年
度
か
ら
よ
う
や
く
段
階

的
に
実
施
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　

高
度
成
長
期
以
降
は
、
個

人
主
義
が
蔓
延
し
、
保
護
者

の
関
心
を
学
校
に
向
け
る
た

め
に
参
加
型
の
活
動
が
活
発

に
な
っ
た
。
家
庭
や
親
の
教

育
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
た

の
も
こ
の
頃
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
今
日
で
は
様
々

な
価
値
観
を
認
め
た
り
、
弱

い
立
場
の
方
へ
よ
り
細
や
か

な
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
た

り
と
多
様
性
を
大
切
に
す
る

社
会
に
向
か
っ
て
い
る
。　
　
　

　

昔
は
「
食
べ
る
こ
と
」
を

解
決
す
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、

現
在
は
無
数
の
社
会
課
題
が

存
在
し
、
そ
こ
に
は
「
正

解
」
が
な
い
こ
と
が
多
い
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
参
加
し
て
実

感
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
立

場
や
価
値
観
は
様
々
だ
が
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
よ
い
教

育
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
た
い

と
願
う
大
人
の
集
ま
り
で
あ

る
。
そ
う
い
う
場
で
大
切
な

の
は
、
議
論
で
も
会
話
で
も

な
く
対
話
な
の
だ
と
先
輩
役

員
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い

た
。
相
手
と
自
分
に
共
通
点

は
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
相

手
の
話
に
耳
を
傾
け
、
よ
り

よ
い
方
法
を
み
ん
な
で
考
え

る
。
簡
単
な
よ
う
で
い
て
、

と
て
も
時
間
の
か
か
る
や
り

方
だ
。

　

結
成
70
周
年
を
迎
え
、
そ

の
時
々
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
ど

ん
な
思
い
で
活
動
し
て
い
た

の
か
に
思
い
を
馳
せ
る
と
、

新
た
な
発
見
や
気
づ
き
が
あ

り
そ
う
だ
。　
　

（
Ａ
・
Ｋ
）

70th

To the future

60th

50th

40th

30th

20th

10th

70 　

長
野
県
教
育
の
充
実
と
進
展
を
め
ざ
し
て
結
成
さ
れ
た
長
野
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
は
、
今
年
度
結
成
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昭
和
23
年
に
は
県
下
の
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
組
織
さ
れ
、

さ
ら
に
町
村
単
位
、
郡
市
単
位
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
結
成
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
同
年
８
月
25
日
、
長
野
市
後
町
中
学
校
（
の
ち
の
後
町
小
学

校
）
に
各
郡
市
の
代
表
お
よ
び
県
の
関
係
者
が
出
席
し
て
結
成
総
会

が
開
催
さ
れ
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
70
年
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

草創期
昭和23～31年

充実期
昭和32～48年

拡充期
昭和49～61年

対応期
昭和６２～平成11年

変革期
平成12年～

県Ｐ結成総会開催
（長野市後町中学校）

県Ｐバッジ制定
（→3面参照）

安全互助会発足

昭和23年８月

長野県PTA三行詩
コンクール創設

平成22年6月

「よりよい PTA 活
動をめざして」上梓

平成17年2月

第1回PTA広報紙
コンクール実施

平成2年5月

昭和37年11月

第１回長野県PTA研究集会開催
（松本市丸ノ内中学校）

昭和32年11月

中学生オーストラリア
海外体験学習実施

平成10年8月

母親委員会活動報告書
「陽だまり」と命名

平成4年5月

昭和63年6月

県Ｐ会報第1号発行
昭和24年3月

県Ｐホームページ開設
平成10年6月

小･中学生総合補償制度導入
平成10年4月

第15回全国PTA研究大会
長野大会開催

昭和42年8月

第１次県Ｐ
友好訪中団派遣

昭和54年4月

長野県PTA憲章全面改訂
平成29年2月

長野県PTA憲章制定
平成20年１月

　結成60周年に制定した
「長野県PTA憲章」を平成
28年度に全面改訂した。
　保護者・教職員・地域が
ＰＴＡ活動の目的や方向性
を共有し、学びと連携を大
切に｢保護者と教職員によ
る子どもの未来づくり５か
条｣を掲げた。

　長野冬季五輪を契機に、結成50周年記念事
業として「中学生オーストラリア・ホームス
テイ海外体験学習」を平成19年度まで実施。
　平成17年度には、県P役員が現地の学校関係
者と懇談会を行い、オーストラリア版PTAを
体験した。

　昭和32年11月
松本市丸ノ内中学
校で第1回長野県
PTA研究集会が開

催され、時代の要求に応えた内容を話し合った。(平成27年
度第59回飯水大会まで続き、現在は休止中)
　昭和42年8月には、第15回全国PTA研
究大会が長野の地で初めて開
催された。

チーム信州PTA！
～「学びと連携」により、
　　　信州モデルのＰＴＡを創造しよう！～
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平成30年度長野県PTA連合会定期総会
スローガン チーム信州PTA!～「学びと連携」により、信州モデルのPTAを創造しよう!～

　
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
、
5
月
25
日
、
信
濃
教
育
会
館
に
お
い
て
定
期
総
会
を
開
催

し
た
。
県
内
16
郡
市
代
議
員
出
席
の
も
と
、
平
成
29
年
度
会
長
の
大
島
修(

し
ゅ
う)

氏
が

再
任
さ
れ
、
新
た
な
役
員
と
共
に
結
成
70
周
年
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　

大
島
会
長
は
、
冒
頭
の
挨

拶
で
昨
年
度
の
活
動
を
「
郡

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
士
の
活
動
事
例

の
共
有
、
県
Ｐ
と
郡
市
Ｐ
の

情
報
交
換
、
県
Ｐ
と
県
教
育

委
員
会
と
の
つ
な
が
り
を
強

化
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

振
り
返
っ
た
。
11
月
に
県
教

育
委
員
会
、
長
野
県
市
町
村

教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
と

共
に
保
護
者
へ
発
信
し
た

『
公
立
小
中
学
校
に
お
け
る

働
き
方
改
革
の
た
め
の
共
同

メ
ッ
セ
ー
ジ
』に
つ
い
て「
教

職
員
が
時
間
的
、
精
神
的
な

ゆ
と
り
を
持
ち
、
質
の
高
い

授
業
を
実
現
す
る
こ
と
が
主

目
的
で
あ
る
。そ
の
一
方
で
、

保
護
者
の
意
識
改
革
、
家
庭

教
育
の
あ
り
方
を
改
め
て
見

つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
し
た

い
」
と
語
っ
た
。

　

結
成
70
周
年
を
迎
え
た
県

Ｐ
に
つ
い
て
「
活
動
の
中
心

は
子
ど
も
た
ち
で
あ
り
、
全

て
の
判
断
や
会
話
の
主
語
は

子
ど
も
た
ち
。
子
ど
も
に
関

わ
る
事
件
や
災
害
を
教
訓

に
、
10
年
20
年
先
の
め
ざ
す

べ
き
方
向
性
と
あ
り
た
い
姿

を
提
案
し
な
が
ら
、郡
市
Ｐ
、

単
位
Ｐ
、
学
級
Ｐ
、
そ
し
て
、

保
護
者
と
教
職
員
と
の
厚
く

強
固
な
つ
な
が
り
を
大
切

に
、
今
後
も
活
動
し
た
い
。

県
内
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の

命
と
明
る
い
未
来
を
我
々
の

手
で
守
る
」
と
述
べ
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
三
輪
晋

一
教
育
次
長
が
長
野
県
総
合

5
か
年
計
画
に
対
応
す
る
個

別
計
画
の
第
３
次
教
育
振
興

基
本
計
画
に
つ
い
て
「『
学

び
の
力
で
未
来
を
拓
き
、
夢

を
実
現
す
る
人
づ
く
り
』
が

基
本
理
念
で
あ
り
、
学
校
に

お
け
る
働
き
方
改
革
も
、
こ

の
計
画
の
義
務
教
育
に
関
わ

る
主
要
事
業
の
一
つ
で
あ

る
。
こ
の
改
革
は
質
の
高
い

授
業
を
実
現
す
る
こ
と
が
目

的
で
、
こ
れ
ま
で
学
校
で
は

当
た
り
前
と
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
、
取
り
巻
く
環
境
や
時

代
の
変
化
に
よ
っ
て
見
直
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
に
は
保
護
者
の
皆

様
の
理
解
な
ど
が
不
可
欠
な

の
で
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
青
木
正
治
信
濃

教
育
会
事
務
局
長
は
「
県
Ｐ

は
、
未
来
を
託
す
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
の
実
現
の
た

め
に
戦
後
か
ら
保
護
者
と
教

職
員
が
協
力
し
て
、
そ
の

時
々
に
で
き
る
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
、
創
意
工
夫
を
重
ね

て
き
た
」
と
話
さ
れ
た
。
ま

た
、
幼
少
期
に
自
身
の
母
親

が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
参
加
す
る

姿
を
見
て
「
親
と
し
て
の
た

く
ま
し
さ
と
共
に
学
校
を
応

援
す
る
思
い
を
子
ど
も
心
に

感
じ
た
。
子
育
て
が
済
ん
だ

私
も
地
域
住
民
の
一
人
と
し

て
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
Ｐ
と
Ｔ
に
地
域
の
皆
さ

ん
が
加
わ
り
、
チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
た
活
動
が
広
が
っ
て

き
て
い
る
」
と
語
ら
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
第
28
回
県

小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
の
表

彰
を
挟
み
、
花
﨑
哲
也
代
議

員(

長
野
市
Ｐ)

の
進
行
で

議
事
に
入
っ
た
。
29
年
度
事

業
報
告
及
び
決
算
報
告
、
30

年
度
役
員
の
選
出
、
事
業
計

画
案
及
び
予
算
案
な
ど
、
9

議
案
が
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

平
成
30
年
度
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
表
彰
受
賞
者

　

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
本
会
の
発
展
に
貢
献

し
た
方
々
を
定
期
総
会
に
お
い
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略)

第28回 長野県小･中学校ＰＴＡ広報紙コンクール
今年度は、56校（小学校42校・中学校14校）の応募があり、審査の結果16校が入賞の栄に輝いた。

井
出　

昌
利
（
全

佐

久
）

吉
澤　

勝
雄
（
上　
　

小
）

湯
本　

英
美
（
上　
　

小
）

茨
木　

信
行
（
上　
　

小
）

和
田　

豊
秋
（
更　
　

埴
）

宮
澤　

久
誉
（
更　
　

埴
）

小
林　

妙
子
（
諏　
　

訪
）

伊
藤　

浩
平
（
諏　
　

訪
）

高
木　

智
子
（
諏　
　

訪
）

宮
澤　

志
郎
（
諏　
　

訪
）

森
下　

秀
治
（
飯　
　

伊
）

小
林　

厚
子
（
飯　
　

伊
）

宮
澤
眞
由
美
（
飯　
　

伊
）

加
藤　

雅
洋
（
木　
　

曽
）

川
﨑　
　

透
（
塩　
　

筑
）

林　

と
よ
美
（
塩　
　

筑
）

羽
田
野
賢
二
（
安
曇
野
市
）

坂
井　

良
平
（
大　
　

北
）

小
林　

茂
明
（
大　
　

北
）

小
笠
原
重
光
（
大　
　

北
）

草
間
由
紀
子
（
松

本

市
）

吉
澤
由
紀
子
（
松

本

市
）

佐
々
木
和
幸
（
上

高

井
）

湯
本　

和
子
（
上

高

井
）

齊
藤　

義
則
（
中　
　

高
）

外
谷
麻
紀
子
（
上

水

内
）

宮
澤　

好
一
（
上

水

内
）

山
田　

正
浩
（
飯　
　

水
）

北
沢　

浩
美
（
長

野

市
）

大
矢　

洋
丈
（
長

野

市
）

宮
坂
ゆ
か
り
（
教
師
幹
事
）

町
田　

秀
敏
（
教
師
幹
事
）

池
田　

純
一
（
教
師
幹
事
）

山
田　

敏
彦
（
教
師
幹
事
）

岩
﨑　

明
美（
保
護
者
幹
事
）

飯
沼　

範
子（
保
護
者
幹
事
）

山
﨑　

由
佳（
保
護
者
幹
事
）

関　

富
志
子
（
編
集
部
員
）

和
田
み
ゆ
き
（
編
集
部
員
）

　

創
立
60
周
年
に
併
せ
て
、

紙
面
を
カ
ラ
ー
に
一
新
。
校

正
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
納

得
い
く
も
の
を
作
り
上
げ
ま

し
た
。
初
参
加
で
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
、嬉
し
い
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

受
賞
者
の
声

長
野
市
立

　

東
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

♦アイディアを駆使して特集を設
け、読み手に伝えようというメッ
セージが込められた新聞は輝い
ていた。
♦１面に工夫がほしい。最も伝え
たいことを選んで見出しを付
け、読み手の関心を引くことが
大切だ。
♦印刷所のデザイン力や提案力に
よるところが大きいと感じる新
聞もあった。
♦写真集のような広報紙もあった
が、内容は文章で伝えることが
大切。文章と写真のバランスを
取ることで、テーマが伝わりやす
くなる。
♦学校として独自性のあるものや
地域に関する記事が面白かっ
た。

審査員の講評

挨拶をする大島会長

表
彰
さ
れ
る
東
北
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

厚
く
強
固
な
つ
な
が
り
を
大
切
に

三
輪

大
島

青
木

長

野

県

教

育

次

長

長

野

県

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

信
濃
教
育
会

事

務

局

長

「
働
き
方
改
革
」へ
の
ご
理
解
を

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
た
活
動
へ

長
野
県
教
育
委
員
会
賞

　

☆
長
野
市
立
東
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　
　

「
ゆ
ず
り
は
」

　
　

辰
野
町
立
辰
野
東
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

松
本
市
立
清
水
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

須
坂
市
立
森
上
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

長
野
市
立
湯
谷
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

上
田
市
立
塩
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

高
山
村
立
高
山
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

(

小
・
中
学
校
別
の
郡
市
順)　

　

☆
佐
久
市
立
佐
久
平
浅
間
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　
　

　

☆
飯
田
市
立
伊
賀
良
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

☆
松
本
市
立
鎌
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

☆
長
野
市
立
三
本
柳
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

☆
松
本
市
立
女
鳥
羽
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

☆
松
本
市
立
波
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

佳
　
　
作

優

良

賞

優

秀

賞

最
優
秀
賞

信
濃
毎
日
新
聞
社
賞

　

☆
長
野
市
立
東
部
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　
　

「
東　

部
」

㈳
日
本
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
工
業
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
県
支
部
長
賞

　

☆
長
野
市
立
吉
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　
　

「
な
ん
て
ん
」

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

　

☆
松
本
市
立
菅
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　
　

「
す
が
の
」

　

☆
印
の
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
広
報
紙
が
、
全

国
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
推

薦
さ
れ
た
。(

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
推
薦
規
定

に
よ
り
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
6
点
、
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
4
点
を
推
薦)
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古畑　俊明　委員長
（塩筑　広丘小学校）

川口　彰　委員長
（上水内　信濃小中学校）

千野　貴文　委員長
（顧問）

　各種PTA活動の推進及び「長野県PTA連合会結成70周年」の記念事
業と記念式典の準備・運営を担当し、将来に向けた県PTAとしての
方向性を確認する機会を提供します。
　○長野県PTA憲章の会員への認知と浸透に関する諸活動
　○県PTA連合会結成70周年記念事業及び記念式典の準備と運営
　○小・中学生総合補償制度の加入推進

　家庭の教育力向上、学級懇談会の充実、地域との連携を目指し、
会員相互の対話が伴う研修活動を推進します。また、郡市 PTA 保
護者研修活動を応援し、信頼関係を基盤とした子育てを推進します。
　○陽だまり懇談会及び陽だまり研修会の企画・運営
　○家庭の教育力向上、学級懇談会の充実に関する研究・協議

　各単位 PTA、郡市 PTA の課題などを把握、共有化し、新役員研
修会を主軸に、会員や役員に必要な知識・情報などをまとめ、更な
る活動の向上に貢献していきます。
　○ PTA新役員研修会の準備と運営
　○ 16郡市 PTA連携懇談会（組織運営の部）の準備と運営
　○ 27次 ･28 次研究委嘱事業への支援、次期研究委嘱 PTAの選考

　教育に関する様々な問題について対応、検討をします。「学校に
おける働き方改革」については、学校現場の現状を把握し、保護者
の役割を明確にするとともに、学校・地域・企業へ求める保護者の
声を届けるよう協議します。
　○長野県教育委員会との懇談会開催
　○ 16郡市 PTA連携懇談会（教育課題の部）の準備と運営
　○「学校における働き方改革」への対応協議と提案

　長野県PTA新聞やホームページ、フェイスブックを通して、郡市
PTAの活動や各専門委員会の取り組みを紹介し、PTA活動の支援に
つながる情報を発信していきます。
　○長野県PTA新聞の編集・発行（年２回）
　○ホームページ、フェイスブックなどによる広報活動
　○県PTA広報紙コンクール及び三行詩コンクールの企画・審査
　○ハンドブック「よりよいPTA」の編集・発行

　PTA安全互助制度により、PTA活動中の怪我や賠償を補償します。
また、安全講習会を通じて、PTA活動中の怪我の予防や家庭内の健
康増進を図ります。
○保険会社との提携による傷害・賠償補償事業の推進
○積立金を活用した見舞金給付事業の推進
○各地区での安全講習会の開催

広 報

安全互助

森　しのぶ　委員長
（大北　第一中学校）

子育て

活動支援

塚田　英一　委員長
（更埴　村上小学校）

教育連携

総 務
駒場　豊　委員長

（諏訪　岡谷北部中学校）

平成30年度委員会活動

県Ｐバッジ
ってなぁに?

平成30年度 長野県ＰＴＡ連合会役職員名簿
会　長　　　　　大島　　修

副会長（東　信）塚田　英一

　　　（南　信）駒場　　豊

　　　（中　信）古畑　俊明

　　　（北　信）川口　　彰

　　　（母　親）森　しのぶ

　　　（教　師）内田　　正

専務理事　　　　小山　修二

監　事（父　親）小野　文久

　　　（母　親）黒岩　裕子

　　　（教　師）千野　和江

顧　問　　　　　千野　貴文

理　事（全佐久）高見澤真紀

　　　（上　小）中垣　交造

　　　（更　埴）塚田　英一(兼)

　　　（諏　訪）駒場　　豊(兼)

　　　（上伊那）向山　賢悟

　　　（飯　伊）森山　康晴

　　　（木　曽）小川　　節

　　　（塩　筑）古畑　俊明(兼)

　　　（安曇野市）一志　信之

　　　（大　北）丸山　英樹

　　　（松本市）佐々木　伝

　　　（上高井）新野　　健

　　　（中　高）金子　　功

　　　（上水内）伊藤　勝人

　　　（飯　水）小林　　智

　　　（長野市）花﨑　哲也

　　　（東信母親）由井千佳恵

　　　　　　　　小林　　恵

　　　（南信母親）中山　佳代

　　　　　　　　磯部　直子

　　　（中信母親）石井　千史

　　　　　　　　山本　美帆

　　　（北信母親）山崎　明子

　　　　　　　　関　　育美

　　　（教　師）大西　孝一　　　　

　　　　　　　　浅井かよ子

　　　　　　　　市場香代子

　　　　　　　　倉田　治彦

　　　　　　　　白鳥　郷史

　　　　　　　　湯本　英俊

　　　　　　　　福澤みゆき　　

　　　　　　　　蟹澤　友司

幹　事（教　師）堀　紀美子

　　　　　　　　持田　貴康

　　　　　　　　小林　徹哉

　　　　　　　　松本　雄二　

　　　（保護者）五味　明美　　　　　

　　　　　　　　竹腰　弘恵　

　　　　　　　　柄澤みゆき

　　　　　　　　小野みさき

　　　　　　　　石田　房子

　　　　　　　　山岸　優子　

　　　　　　　　外山あけ美

　　　　　　　　降旗　丈美

新聞編集部（教師）堀　紀美子(兼)

　　　　　　　　橋本　郁子

　　　（保護者）宮本　信子

　　　　　　　　伊藤　由佳

　　　　　　　　小林恵美子

　　　　　　　　西澤　洋子　

　　　　　　　　井上　亜里　　

　　　　　　　　森山　奈々

　　　　　　　　宮尾　彰一

事務局（事務局長）滝澤　　宰　　　

　　　（書　記）木内　京子

　

大
島
丸
に
乗
船
し
、
信
州

モ
デ
ル
を
探
す
旅
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様

方
、
一
年
間
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
途
中
、

何
度
か
高
波
に
も
見
舞
わ
れ

ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
宝

物
を
手
に
無
事
帰
港
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
単
位
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国

協
議
会
ま
で
、
本
当
に
大
勢

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
と
接
す
る

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が

「
子
ど
も
の
幸
せ
を
望
ま
な

い
人
」「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
心

底
不
要
と
感
じ
て
い
る
人
」

に
は
一
人
も
出
会
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
む
し
ろ
、
も
っ
と

深
く
学
び
た
い
、
連
携
し
た

い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

そ
れ
ら
に
対
し
て
地
道
に
寄

り
添
っ
た
対
応
を
し
て
参
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
と
あ

る
郡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
実
施
し
て

い
た
役
員
研
修
会
を
別
の
郡

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
取
り
入
れ
た

り
、
一
時
的
に
郡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

か
ら
退
会
し
て
い
た
単
位
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
再
入
会
し
た
り
と
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
い
る

「
チ
ー
ム
信
州
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
の

め
ざ
す
姿
に
、
よ
り
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。

　

組
織
は
理
念
（
あ
り
方
）

が
確
立
さ
れ
て
い
れ
ば
、
施

策
（
や
り
方
）
は
概
ね
上
手

く
い
く
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
平

成
29
年
度
の
取
り
組
み
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
の
存
在
意
義
を

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
今

後
半
永
久
的
に
継
続
し
て
い

く
た
め
の
重
要
な
気
づ
き
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
平
成
28
年
度
に

実
施
し
た
事
業
と
機
構
の
改

革
か
ら
丸
二
年
が
過
ぎ
た

今
、
新
た
な
課
題
も
見
え
て

き
ま
し
た
。
ま
ず
は
事
業
と

活
動
費
の
バ
ラ
ン
ス
の
見
直

し
が
急
務
で
す
。
ま
た
「
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
」

に
伴
う
保
護
者
の
意
識
改
革

「
学
び
と
連
携
」が

　
　

魅
力
の
信
州
Ｐ
Ｔ
Ａ
！

　

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

に
は
バ
ッ
ジ
が
あ
り
ま

す
。
昭
和
37
年
８
月
の
県

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
で
図
案
を
会

員
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

同
年
11
月
に
は
決
定
、
発

表
し
、
七
宝
焼
き
で
バ
ッ

ジ
が
作
ら
れ
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

表
彰
者
へ
記
念
品
と
し
て

贈
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
バ
ッ
ジ
は
作
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
連
合
会

や
家
庭
教
育
の
あ
り
方
の
再

確
認
も
必
要
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
喫
緊
の
重
点
課
題

は
明
白
で
す
。

　

本
年
度
、
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
は
結
成
70
周
年
を
迎

え
ま
し
た
が
、
今
後
も
郡
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学

級
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
が

強
く
、
そ
し
て
、
保
護
者
と

教
職
員
と
の
信
頼
関
係
が
厚

い
組
織
に
な
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
会

員
一
人
ひ
と
り
が
心
か
ら
実

感
し
、
中
心
に
い
る
子
ど
も

た
ち
が
笑
顔
で
明
る
い
毎
日

を
過
ご
せ
る
よ
う
環
境
作
り

を
し
て
参
り
ま
す
。

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
（
長
野
県
）
の
文
字

の
中
に
、
子
ど
も
を
中
心

に
親
と
教
師
が
両
脇
か
ら

体
を
寄
せ
、
互
い
に
手
を

組
み
合
い
、
健
や
か
に
育

つ
子
の
姿
を
表
し
て
い
ま

す
。

　

図
案
は
県
Ｐ
事
務
局
に

飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
島
会
長
二
期
目
を
語
る

高3(娘)　
高1(娘)

中3(娘)　
小6(娘)

高1(娘)　
中1(娘)

高3(息子)　
高1(息子)　
中2(娘)

高1(息子)　
中2(息子)

中2(息子)　
小6(息子)　
小2(息子)
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村上小学校

丸ノ内中学校

単位PTA訪問
№90

編

後
集

記

色とりどりのバラ園厳粛な義民塚慰霊祭

伸び伸びと健やかに

坂 城 町

村 上 小 学 校
む ら か み

親
子
レ
ク
＆

　

コ
ス
モ
ス
合
唱
団

　

村
上
小
学
校
の
校
門
を
入

る
と
す
ぐ
、
緑
豊
か
な
「
こ

ど
も
の
森
」
が
あ
る
。

　

20
年
程
前
に
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
造
ら
れ
た
そ
の
場

所
は
、
当
時
、
苗
木
か
ら

植
え
た
木
々
が
森
の
よ
う
に

な
り
、
花
が
咲
き
誇
っ
て
今

で
は
子
ど
も
た
ち
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
庭
に
あ
る
「
バ
ラ
園
」

も
「
こ
ど
も
の
森
」
も
Ｐ
Ｔ

Ａ
作
業
の
中
で
、
保
護
者
が

協
力
し
て
手
入
れ
を
し
、
大

切
に
育
て
て
い
る
。

自
然
豊
か
な
憩
い
の
場

自
分
た
ち
の
手
で
守
る

取
材
を
終
え
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
準
会
員
の
協
力

70
周
年
を
迎
え
た
長
野
県

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
歩
み
を
一

面
で
道
の
よ
う
に
し
て
辿
っ

て
み
た
。
こ
の
道
を
見
て
い

る
と
自
分
自
身
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
と
し
て
の
道
も
見
え
て
く

る
。初

め
か
ら
道
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
二
人
の
子
ど
も
の

学
校
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
学

級
や
専
門
部
の
役
員
と
し
て

の
活
動
、
勤
務
校
で
の
周
年

行
事
等
。
そ
の
時
々
で
多
く

の
方
々
と
一
緒
に
同
じ
方
向

に
向
か
っ
て
ひ
た
す
ら
歩
ん

で
き
た
こ
と
が
つ
な
が
り
道

に
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
新

聞
の
編
集
に
携
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
自
分
が
こ
の
よ
う

な
重
い
責
務
を
果
た
し
て
い

か
れ
る
の
か
不
安
で
は
あ
る

が
、
様
々
な
方
々
に
支
え
て

い
た
だ
き
な
が
ら
感
謝
と
学

び
続
け
る
気
持
ち
を
大
事
に

歩
ん
で
い
き
た
い
。
い
つ
か

振
り
返
っ
た
時
に
、
ど
ん
な

道
や
景
色
が
見
え
る
の
か
少

し
楽
し
み
に
な
っ
て
き
た
。

先
日
「
今
年
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
地
区
役
員
を
や
っ
て
い
ま

す
」
と
、
二
十
数
年
前
に
は

小
学
一
年
生
だ
っ
た
教
え
子

が
、
今
は
勤
務
校
の
保
護
者

と
な
っ
て
挨
拶
に
来
て
く
れ

た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
新
た
な
担
い

手
た
ち
も
共
に
自
分
の
歩
み

を
進
め
て
い
る
。（
Ｋ
・
Ｈ
）

◇
新
聞
編
集
部
員

◇
広
報
委
員　
　

自治の精神を受け継いで

　昭和23年、松本城の敷地内にあった旧制松本中学校な
どの古い校舎を利用して開校した。４年後、文部省のモデ
ルスクール建築の指定を受け、松本平が一望できる城山
に新校舎が建てられた。
　学校教育目標「自治の精神」を大切に、生徒258名が
様々な活動に取り組む。

　５月。昇降口を入ると目の前の中庭に色とりどりのバ
ラがきれいに咲き誇っていた。
　学校教育目標に「生きる力を高め自立する子ども」を
掲げ、校章には「蛍雪の功」の意味を持つ、ホタルと雪
がデザインされている。それぞれに込められた願いのも
と、184名の児童が勉学に励んでいる。

歴
史
感
じ
る
慰
霊
祭

開
校
70
周
年
を
迎
え

取
材
を
終
え
て

ン
ト
ン
は
、
親
と
子
が
ペ
ア

を
組
み
競
技
を
行
っ
た
。「
子

ど
も
よ
り
も
親
の
方
が
一
生

懸
命
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」

と
早
川
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
笑
顔

で
話
さ
れ
た
。

ま
た
、
９
月
の
学
芸
発
表

会
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
ス
も

毎
年
参
加
し
て
い
る
。
保
護

者
40
人
程
が
集
ま
り
、
特
に

お
母
さ
ん
方
の
参
加
が
多

い
。
当
日
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長

が
指
揮
者
を
務
め
、
教
職
員

と
一
緒
に
合
唱
す
る
。
い
つ

の
頃
か
ら
か
「
コ
ス
モ
ス
合

　

昨
年
９
月
、
盛
大
に
行
わ

れ
た
開
校
70
周
年
記
念
式

典
。
記
念
事
業
実
行
委
員
会

を
中
心
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
も

進
ん
で
携
わ
っ
た
と
い
う
。

　

例
え
ば
、
現
在
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
等
で
活
躍
す
る
松
山

三
四
六
さ
ん
に
記
念
講
演
会

を
依
頼
し
た
。
記
念
品
と
し

て
作
成
さ
れ
た
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
に
は
、
松
本
市
在
住
の

漫
画
家
・
高
野
苺
さ
ん
に
校

舎
の
シ
ン
ボ
ル
「
自
治
の

鐘
」
を
背
景
に
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
を
描
い
て
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
記
念
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
掲
載
す
る
校
舎
全

体
の
写
真
は
、
ド
ロ
ー
ン
で

上
空
か
ら
撮
影
し
た
そ
う

だ
。

一
揆
（
貞
享
騒
動
）
で
の
も

の
と
判
明
し
た
。
多
く
の

方
々
の
努
力
に
よ
り
昭
和
27

年
、
義
民
塚
が
体
育
館
裏
手

に
造
ら
れ
た
。

　

６
月
に
行
わ
れ
る
義
民
塚

慰
霊
祭
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

を
は
じ
め
、
教
職
員
や
生
徒

会
役
員
が
参
列
し
て
い
る
。

義
民
塚
が
で
き
て
か
ら
一
度

も
欠
か
さ
ず
行
っ
て
お
り
、

ま
さ
に
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る

慰
霊
祭
で
あ
る
。

一
面
に
も
紹
介
し
た
よ
う

に
、
第
１
回
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
た
の

が
丸
ノ
内
中
学
校
の
体
育
館

で
あ
っ
た
。「
当
時
に
比
べ

れ
ば
生
徒
数
も
減
少
し
て
き

て
い
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
や
バ

ザ
ー
を
無
く
す
な
ど
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
は
他
校
に
比
べ
る
と

少
な
い
が
、
生
徒
た
ち
が
自

ら
率
先
し
、
行
動
す
る
姿
は

今
も
昔
も
変
わ
っ
て
い
な

い
」
と
話
す
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の

言
葉
が
印
象
的
だ
っ
た
。

生
徒
た
ち
は
松
本
城
天
守

閣
の
床
磨
き
に
毎
年
自
主
的

に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
姿
に
は
自
治
の
精
神
が

し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て

い
る
。

　

「
こ
れ
ら
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆

さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
、
人

と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
実
現
で
き
た
こ
と
」

と
湯
本
校
長
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報

紙
に
綴
っ
て
い
る
。

松 本 市

丸 ノ 内 中 学 校
ま る の う ち

唱
団
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
、
素
敵
な
歌

声
が
ス
テ
ー
ジ
に
花
を
添
え

て
い
る
。

　

年
２
回
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業

は
、
施
設
厚
生
部
が
中
心
と

な
り
全
家
庭
が
参
加
し
て
行

わ
れ
る
。
春
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業

で
は
運
動
会
に
向
け
て
、
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
全
力

を
出
し
切
れ
る
よ
う
に
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を
重
点
に

　

山
城
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
「
子

ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
健

や
か
に
過
ご
せ
る
環
境
を
作

り
た
い
。
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
何
が
で
き
る
か
を
役
員

の
共
通
認
識
に
し
て
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
」
と
話
さ

れ
た
。

　

そ
の
思
い
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
村
上
地
区

全
体
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
関
わ

り
、学
校
を
応
援
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
労
を

惜
し
ま
ず
協
力
し
た
い
と
い

う
地
域
の
方
の
思
い
が
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
支
え
て
い
る
こ

と
を
感
じ
た
。

か
り
。
危
険
箇
所
の
す
べ
て

に
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
を
整
備

す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が

必
要
だ
が
、
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

作
業
で
着
実
に
進
め
て
い
く

と
い
う
。

学
年
毎
に
行
っ
て
い
る
親

子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、

学
級
理
事
（
会
長
）
を
中
心

に
企
画
さ
れ
て
い
る
。
過
去

に
は
地
元
の
夏
祭
り
「
松
本

ぼ
ん
ぼ
ん
」
に
参
加
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
こ
こ
数
年

は
体
育
館
で
体
を
動
か
す
こ

と
が
多
い
。
昨
年
行
わ
れ
た

３
学
年
親
子
レ
ク
の
バ
ド
ミ

緑豊かな憩いの場

手作りグリーンゾーン整備　「ひまわりの約束」を合唱

　

昭
和
25
年
、
市
が
新
校
舎

を
建
設
し
て
い
る
際
、
人
骨

が
発
掘
さ
れ
た
。
当
時
の
歴

史
・
医
学
関
係
の
研
究
者
に

よ
っ
て
１
６
８
６
年
の
信
濃

国
松
本
藩
で
蜂
起
し
た
百
姓

行
う
。

　

一
般
的
に
は
、
ト
イ
レ
清

掃
や
窓
ふ
き
、草
刈
り
な
ど
、

様
々
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
が
あ
る

中
で
、
村
上
小
学
校
で
は
珍

し
い
作
業
を
し
て
い
る
。

　

本
来
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
の

整
備
は
道
路
を
管
理
す
る
行

政
が
行
う
も
の
だ
と
思
っ
て

い
た
が
、
村
上
小
学
校
で
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
自
分
た
ち
の

手
で
整
備
を
行
っ
て
い
る
そ

う
だ
。
き
っ
か
け
は
校
外
指

導
部
が
、
通
学
路
の
危
険
箇

所
を
改
善
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
町
に
要
望
し
た
こ
と
に

よ
る
。

　

坂
城
町
か
ら
資
材
を
提
供

し
て
も
ら
い
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業

の
中
で
取
り
組
み
始
め
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
注
意
を
促

し
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
、
学
校
に

向
か
っ
て
道
路
の
左
側
に
緑

色
の
ペ
ン
キ
を
塗
る
。

　

活
動
は
昨
年
始
ま
っ
た
ば

◎
堀　

紀
美
子
（
旭
ケ
丘
小
長
）

〇
橋
本　

郁
子
（
芋
井
小
頭
）

　

宮
本　

信
子
（
城
東
小
Ｐ
）

　

伊
藤　

由
佳
（
犀
陵
中
Ｐ
）　

　

小
林
恵
美
子
（
吉
田
小
Ｐ
）

　

西
澤　

洋
子
（
湯
谷
小
Ｐ
）

　

井
上　

亜
里
（
須
坂
小
Ｐ
）

　

森
山　

奈
々
（
安
茂
里
小
Ｐ
）

　

宮
尾　

彰
一
（
篠
ノ
井
東
小
Ｐ
）

◎
川
口　
　

彰
（
上
水
内
）

○
小
林　
　

智
（
飯　
　

水
）

　

向
山　

賢
悟
（
上
伊
那
）

　

一
志　

信
之
（
安
曇
野
市
）

　

由
井
千
佳
恵
（
全
佐
久
）

　

市
場
香
代
子
（
上
伊
那
）

　

白
鳥　

郷
史
（
安
曇
野
市
）

　

堀　

紀
美
子
（
上
高
井
）

　

外
山
あ
け
美
（
長
野
市
）

　

村
上
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
は
正
会
員
以
外
に
準
会
員

が
６
７
０
世
帯
も
い
る
。
以

前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
だ
っ
た
方
だ

け
で
な
く
、
子
ど
も
が
い
な

い
世
帯
の
方
も
多
い
。
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
ん
で

い
き
た
い
と
い
う
地
域
性
か

ら
、
子
ど
も
が
い
な
い
世
帯

も
協
力
し
合
う
こ
と
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
い
る
。
資
源

回
収
や
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
様
々
な
角
度

か
ら
協
力
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
そ
う
だ
。
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